1 ミツ シヱル は 魚ば かり 食べたがる 女であった。 

魚屋の 前 を 通る と、 牡蛎 籠の 上に 一 列に 並んで ゐる 

レモンの 粒々 に、 鼻 を クンクン させたり 鮫の 白い 切り 

口 を、 何時までも 指で 押してみ たりして は 買へ もせぬ 

癖に、 何 か 口の 中で ブッ ブッ もの をい ひながら、 立ち 

つくして ゐる ことがあった。 

ミツ シヱル は 南 フランスの 生れで、 髪 は 南国 風に 黒 

つぼい 色 をして ゐる。 

「小さい お嬢さん！ 私しの びな き」 

寒 子の ァ バルトへ 来る と、 かう して 泣いて 見せる の 

が、 ミツ シヱル の 得意で ある。 



「又、 しのび 泣きな の、 困る わね」 

ミツ シヱル は、 寒 子の 描き かけて ゐる 画架に 凭れる 

と、 暫時 は、 しのびなきの 話に 耽ける。 

「貴女 は ムッシュウ 河 下に 手紙 を 出します か、 みつち 

やん しのびなきと 云って 下さいね」 

ミツ シ H ルの いふし のびな きの 唄 は、 さだめし、 此 

の 河 下の 残した 憶 ひ 出な ので あらう。 時々 思 ひ 出した 

やうに、 ミツ シヱル は、 河 下の 話 をして は 唄 をうた ふ 

雨 は 降る 降る 

じ やうが 島の 磯に 

りき やう 鼠の 雨が 降る 



雨 は 真珠 か 

夜明けの 霧 か 

それとも 妾の しのびなき 

片言 混り な 唄 ひ 振りで はあった が、 切々 たる ミツ シ 

ヱ ルの声 は、 どうかす ると、 寒 子の 郷愁 を あ ふりたて 

た。 

「もう 止めて よ、 仕事の 邪魔し ちゃ ァ 駄目 ぢ やない の 

::」 

すると、 唄 を 止めた ミツ シヱル は、 部屋 隅の 寝台に 

ひっくり返って、 

「ムッシュウ 河 下 は、 そり ゃァ とても 魚 をよ く 食べる 



男 だつ たんです よ、 鯛 を 買って 来る と、 波の やうな 型 

に 切って 生の ま、 で 食べたり、 日本 ソ— スで 赤く 煮た 

りして、 私に 御馳走して くれたので すよ」 

ミツ シ エルが、 真面目に、 別れた 東洋の 男の 話 をす 

ると、 寒 子 もつ ひ ほろ りと なって 問 ひかけ て 行った。 

「その 河 下って：： 日本の 何処の ひとな のさ」 

「河 下さん、 神 戸で ホテル をして ゐ るんで すって、 I 

I もう 大きい 奥さん もあります。 私大 変 悲しい」 

国情の 違った この 女の 言葉が、 何処まで 本心な のか、 

まだ 日の 浅い 巴 里 住 ひの 寒 子に はよ く 呑み込め なか つ 

たが、 来る 度に 河 下の しのびなきの 話 をす ると ころ を 



見る と、 よほど 心に 残った 男で あるら しかった。 

2 窓 を 開けて おく 日が 多くな つた。 

寒 子 は、 夜の 九 時 ごろまで も 続く パリの 長い 白暮が 

好きで、 モン パル ナツ スの 墓場の 間の 小道 をよ く 歩い 

た。 

割 栗石の 人道に は、 墓場の 塀に 沿って、 竜の髭に 似 

た 〔# 「似た」 は 底本で は 「以た 匕 草が 繁 つて ゐた。 マロ 

二 ヱの 花 は 花で まるで 白い 蟻の やうに 散って、 実に 女 

性的な たそがれが 続く。 

さう して、 —— 並木の 小道が やっと 途切れて 電車 通 



りへ 出る と、 寒 子 は ポケットの 鍵をぢ やら ぢ やら させ 

ながら、 ミツ シヱル の 唄 ふ城ケ 島の 唄 を 何時か 思 ひ 浮 

かべ てゐ た。 

「ミツ シ H ルの処 へで も 遊びに 出かけて やらう かしら 

パリへ 来て、 別に 友達 もない 寒 子 は、 長い 白 暮をー 

寸 もてあまし コ ッコッ 自分の 靴音 を 楽しみながら 歩い 

た。 

灰色の 女学校が ある、 石塀の 中から は、 たそがれ 色 

の 往来へ 若葉が 吹き こぼれて、 サヮサ ヮと葉 ずれの 音 

をた て、 ゐる。 首に 赤 ハンカチ を 巻いた アパッシュの 



ボン ソァ— ル 

群が、 気まぐれに 寒 子に 眄を くれながら 「今晩は 

お嬢さん」 と 呼びかけて 通って 行く。 

まるで、 絵の具の 滓ば かり 食って 生きて ゐる やうな 

寒 子に は、 耳から 来る パリの たそがれの 風景 はた まら 

なくせい せいと 快適な ものであった。 

南画 風な ラプラ ー ドは、 この パリの たそがれの 音 を、 

画面の 中に 出せた ので あらう か、 モジ リア 二の 女の 腰 

部 は、 パリの たそがれ をよ く 知って ゐ るので はないだ 

らう か、 —— ^ J の 白暮 の 聴覚 を 意識した 絵が 描け た ら 、 

どんなに 楽しく 涼しい 気持で あらう。 何 かしら、 長い 

夕暮と いふ もの は、 物 思 ひさ せる に ふさ はしい 不思議 



な 時間で ある。 

プラス . サン . ミツ シヱル に 近い 裏町に、 ミツ シヱ 

ルの 屋根裏の 部屋が あった。 その 町 はもう かなり 煤け 

て、 物お じした 建物が 多かった。 

ミツ シヱ ルのァ バルト は、 この 建物の 中で も 特に 古 

ぼけた 石造りで、 門番の 入口 は、 まるで 肥料 倉庫の 

やうな、 ガラ ガラと 鳴る 大きな 扉が しまって ゐた。 寒 

子 は 痛い ほど 頭 を 上に 向けて ミツ シヱル の 硝子 窓に 口 

笛 を 吹く と、 見えない 屋根 上の 窓から も 「ピ ユウ ピュ 

ピ ユウ ピュ」 と 口笛で 答へ る。 



石畳が ひい やりと して 気持が ぃゝ のか、 猫 族の 匂 ひ 

がして、 何 か 黒い 生物が モゴモ ゴと石 道 を 這って ゐた。 

ボン ソァ— ル 

「今晩は！」 

「元気な の？」 

サバ ■ ビヤン 

「ウイ、 大 元気よ！」 

ミツ シヱル は、 ス パニシ オルの 人形の やうに、 頭に 

黒い レ— スを かけて、 蜜柑 色 〔# 「蜜柑 色」 は 底本で は 

「密柑 色 匕 の やうな パンタロン を はいて ゐた。 

彼女の 腕 はむ き 出しの ま、 汗ばんで、 夜の せゐ か、 

ひどく ミツ シ ヱルの 身体が フク イクと 句 つて ゐる。 



3 部屋の 中には、 十八ば かりの 女が 寝台の 上に ひ 

つくり 返って 鼻唄 をうた つて ゐた。 

白い 壁に は、 カザ/ \ した 人形の 首が いくつ もさが 

つて、 束 子の やうに 黒い 影 をつ くって ゐる。 

その 寝台の 女 は、 空色の ビジャ マ ひとつで、 脚 はむ 

き 出しの ま、 床の 上に ずり おとして ゐた。 

ボン ソァ ー ル 

「今晚 わ！」 

そっけない 声で、 ビジャ マの 女 は 首 を そっと 持ち あ 

げた。 

額の 非常に 美しい 娘で、 スペイン 式な ミツ シヱル の 

温か さに くらべて、 これ はまた 北国 風な 空疎な 冷たい 



声 を 持って ゐた。 

「私、 今朝から 御飯 食べて ない のよ：：」 

寒 子が まだ 半ゴ— トも 脱がない 先に、 ミツ シ H ルは、 

小さい 寒 子の 肩に 手 を 置いて かう 云った。 

「ねえ、 少し 下さいな」 

毎度の 事な ので、 寒 子 は 要領よ く 十 フラン 札 一枚 ポ 

ケット から 抜いて 卓子の 上に おくと、 まるで 子供の や 

うに ミツ シヱル は 寒 子の 頰にロ づけて、 トレ • ジ ヤン 

ティ を 振り ま はして ゐた。 

空気の せゐ なのか、 部屋の 中が 甘ず つぼく 匂って、 

天窓に は 月が 射して ゐた。 



取リ とめ もな く呆 やりと して ゐた寒 子 は、 この 小さ 

い 家 根 裏の 部屋に、 月の 光が 射して ゐ たので、 灯火 は 

とっくに ついて ゐ たの だら う 〔# 「ゐ たの だら う」 は 底 

本 は 「ゐ たのだろう 匕 とも 思って ゐ たに 違 ひない。 

「オヤ、 電気つ いて ゐ なかった の —— 随分い、 お 月 様 

だった のね え」 

灯火の 流れ は、 暫時 は 女の 顔 を 果実の やうに 美しく 

照らして ゐた。 

「え、 随分い、 お 月 様でした わ、 もう 五 時間 も あの 天 

窓に ぶらさが つて、 くれる ので、 ミツ シ ヱルと 随分 色 

んな 空想し たんです よ、 ミツ シヱル は 長い 事 卵子 を 食 



埃 だらけに なって ゐる 蓄音機の 蓋 を あけて、 キイ コキ 

ィコ捻 を ま はした。 

4 「私、 道で 食べ 食べ 来ち やった わ」 

ミツ シヱル の 手に は 半分に なった 長い パンと、 小さ 

な 包み紙が あった。 

包みの 中から は、 トマトの 酢漬ゃ 鶏肉 や、 紅い うで 

卵子 なぞが 出た。 

「随分 御馳走で せう、 —— さあ、 ロロお あがりよ」 

フラン 

一 法い くらの つり 銭 を 卓子に 置く と、 ミツ シヱル と、 

寝台の ロロと 云 ふ 女 は、 まるで 水鳥の やうに せ はし 気 



にパ ンを頰 ばった。 

「あ、 眼が 見え なくなり さう、 あまり 美味しくて、 昨 

日、 キヤ フエ 一 杯に 三日月 パン 一 ッ 食べた きりな のよ、 

それに ロロ は ロロで、 好きな あのひとと 暄曄 しちやつ 

て —— 」 

寒 子 は、 女達の 食べて ゐる姿 を あまり 美しい と は 思 

はない。 蚕の 巿場 〔# 「蚕の 市場」 は ママ〕 の やうな、 破 

れた 風琴の レコ— ドを 聞きながら、 沈黙って 女達の 話 

を 聞いて ゐた。 

「ミツ シ ヱル、 私、 食べる 事 も 退屈 だ わ」 

「まあ、 冗談 おっしゃい、 あんなに お腹 を 空かして た 



がら、 鏡の 中の 自分の 顔 を ものうげ に 眺めて ゐた。 黄 

色い 梅の 花の やうな 感じの 顔であった。 

r ぢゃァ 私 も 帰る から 送って 行かう」 

寒 子 も、 蓄音機の 蓋 を 閉める と 腕時計 を 眺めながら、 

鏡の 中の ロロ を 見た。 

r ぢゃ 三人で 少し 歩き ませうよ」 

外へ 出る 事になる と、 急に 部屋の 中が 賑やかに なつ 

て、 ミツ シヱル は 又 思 ひ 出した やうに 「しのびなき」 

の 唄 をうた ひ 出した。 

三人の 女 は 思 ひ 思 ひに、 心の中で 一 人 言 を 云 ひなが 

ら、 妙に 浮々 として 笑 ひあった。 



5 女の性 根と いふ もの は、 風よりも 空気よりも 他 

愛がない。 

道 を 歩けば 歩く で、 風が すぐ 心の中にまで 沁みて 来 

て、 妙に 家に 帰る ことが 厭に なって しまったり：： 変 

つた 男の 声と さ、 やいて 見た くな つたり：： ミツ シヱ 

ルも ロロ も、 舗道 を 歩きながら 何度も 銀色の 練 紅 を 唇 

に 塗りた くって ゐた。 

「ねえ 寒 子、 踊 場へ 行かない？」 

ミツ シヱル がそん な 事 をい ひ 出さない でもい、 かげ 

ん 三人の 女の 心の中 は、 何 か もやもやと 甘くな りすぎ 

てゐ た。 



く 見えて、 二、 三人の ソルボン ヌ 大学生 は、 ミツ シヱ 

ル の 組にば かり 眼 を 追 つて ゐた。 

音楽が 途切れる と、 寒 子の 註文した ビ— ルを、 ミツ 

シヱル と ロロ は 立ち 呑みしながら 「随分 金な しが 多い 

ぢ やない の」 とさ、 やき 笑 ひして ゐた。 

退屈 屋の寒 子 も、 何時か ミツ シ H ルゃ ロロ を 相手に 

踊り 出して ゐた。 「踊って 何も彼も 忘れて ゐる 気持つ 

て 素 的 だと 思 はない。 こんな 気持ちの 時、 何 か 大きい 

事が 出来る と 思 ふの よ」 ロロ は 踊りながら、 時々 寒 子 

の 胸の 堇の 花束に 口 づけして ゐた。 



ロロと、 何度 目 かの 踊り を 踊った 時であった。 

「ホラ！ ミツ シヱル は 学生 を 馬鹿にして ゐる 癖に、 

学生に つかまった ぢ やない の：：」 

入口に 近い 卓子に、 ミツ シヱル は 何 か 興 あり 気に 笑 

ひながら 男と 話して ゐた。 —— 男 はま だ 学生ら しく、 

どこか 寸詰 〔# 「寸 詰」 は 底本で は 「寸結 匕 りな 背広 姿で、 

始終 白い 歯 を 見せて 笑って ゐた。 品の 悪い 顔で はない 

北国の 男で あらう、 ヒフが 蒼く 澄んで、 鼠色の シャツ 

が 非常によ く 似合って 〔# 「似合って」 は 底本で は 「以合 

つて 匕 見えた。 



やがて 間もなく、 ミツ シ H ルは その 青年と 手 を 組み 

ながら 踊の 中へ は ひって 来る と、 ロロと 寒 子の 肩 をつ 

きながら、 口早に 紹介して 過ぎて 行った。 

「一寸、 私の フィアンセに めぐりあ つてよ、 あの 女達 

は、 私の 兄弟 —— あとでお 祝 ひし ませうよ」 

ロロ は ロロで 「すさまじ いもの だ」 と 寒 子の 手 を 一 

寸 握りながら クック ッと笑 ひこけ てゐ る。 

「さすが、 ミツ シヱル の 好み だけあって、 美しい わね、 

一 寸 やける わ」 

ちょいちょい ロロ は 寒 子の 肩 越しに、 ミツ シヱル に 

ウィンクして 見せながら、 茶目 ツ子ら しく 舌 を 出して 



ゐた。 

6 旅行 案内所で は 急に 夏の 旅行 パンフレット を 店 

先に 並べ 出した。 

女の 姿 もめ だって 美しく、 海 色の 流行色が、 繁 つた 

マロ 二 ヱの 木の 下 を、 まるで 魚の やうに 歩いて ゐ る。 

キヤ フエの テラスに は、 だんだら 縞の 海岸 傘が 一時に 

パッと 開いて、 パリ は、 高山のお 花畑に なって しまつ 

た。 

寒 子 は、 ミツ シヱル 達に 別れた ま、 一 ヶ月 も 静物と 



スを 伸ばして、 ブル タァ ニュの 海辺へ 行って みょう か 

しら —— 」 

高い モデル を 使って、 始終 動かれて 焦々 する より、 

風景 を 描かう —— 寒 子 は 靴 〔# 「靴」 は ママ〕 を あけて、 

気早に もう パ ン タロン ゃシ ュ ゥミ ィズを 投げ込んで 

〔# 「込んで」 は 底本で は 「返んで 匕 ゐた。 

「今日は ァ」 

扉の 外で、 コッ コッ 誰か ノックす る 者が ゐる。 

キ ヱラァ 

「 誰 ？」 

「口口よ」 

寒 子 は、 驚いて 扉 を あけて 「まあ、 思 ひがけない、 



7 十四 区の ゴミ ゴミ した 城 街に、 パリ 共産党の 本 

部が あった。 

外側から 見る と、 まるで 日本の 田舎に 見る 日曜 学校 

の やうな 造りで、 通行人 は、 たまたま このみす ぼらし 

い 建物 を 忘れて 通って しま ふ。 —— 昼間で さへ 忘れら 

れ がちな、 この 本部 は、 夜になる と、 誰が こ はした の 

か —— 家の 前の 街灯 はいつ も 灯火が は ひらない ので、 

ほとんど 誰の 注意 も惹 かないで 過ぎる。 

その やうな 共産党 本部な の に —— 今日は 明明と 灯火 

が もれて、 天使の やうに マント を 羽織った 巡査が 二人、 



街へ 自動車 を 走らせた。 

星が 美しく 降る やうであった。 

酔つ ばらった 学生が 伸び あがって は、 自分の ペレ— 

を 街灯の 頭へ 引っかけよ うとして ゐた。 寒 子 は その 街 

灯の 前で 自動車 を 降りる と アバ ッシュ の 門番の ゐる、 

牢屋の キヤ バレ— の 中へ、 赤い ハンカチの 男に 案内 を 

して 貰った。 

蜜柑 〔# 「蜜柑」 は 底本で は 「密柑 匕 箱の やうな 舞台の 

上で は、 十二 三の 娘の 子が、 人参の やうな 長靴 を はい 

て、 ビ ギン、 ビ ギンと いふ 踊 を を どって ゐた。 

ギタ ー と 風琴が 石の 天井に コ ダマして、 まるで 水の 



寒 子 は 別れた ロロに そんな 何でもない 役割 を 課せら 

れてゐ たのであった。 

「有難う！ ロロ は 国外 追放に なり ましたよ」 

寒 子から、 一 つの 書類 束 を 受け取る と、 髭の 男 は 冷 

たく 美しい 眼 を 伏せた。 

「ロロ は フランス 人ぢ やな いんです か？」 

「ヱ スト ニヤ 生れの 混血児で すよ」 

「まあ、 ヱ スト ニヤ、 さう です か」 

「三 四 年た つたら、 また 逆 もどりして 来ます よ、 —— - 

絵 を 描いて 楽しみです か：：」 

「楽しみ：：」 



寒 子 は、 心の中の 埃 を 叩かれた やうで 沈黙って しま 

つた。 

髭の 男 は、 梅の実の カクテル を アン コ —ルし て 寒 子 

に は 甘い サン ザノを 註文して くれた。 

「日本の XX XX は、 どんな 風な のです。 貴方の 眼 か 

ら 見た 事 だけで 結構です」 

だが、 ブル ジョァ の 娘と して 伸々 とそ だって 来た 寒 

子に は、 そんな 風な 事に は 関心して ゐ なかった。 

「どんな 風って、 新聞で 読む だけです のよ」 

すると、 髭の 男 は、 不意に 話題 を 変へ て、 

「日本まで 旅費 は どのく らゐ か、 ります か、 勿論 船で 



8 パレットから 緑 を 連想し、 地図の 上から、 汽車 

を ひろ はふと した 熱情 もい つか 失せて、 寒 子 はまた 何 

曰か 埃の 中の 静物の 上に 摸索 を 続けさせて ゐた。 

ロロ もい ま は 国外 追放に なって しまって ゐ るし、 ミ 

ッ シヱル も、 他の モデルの 風説で は、 すっかり ソル ボ 

ン ヌの 文科 大学生と 恋仲に な つてし まつ てゐ ると 云 ふ 

事で あるし、 —— 寒 子 は 孤独な ま、 に、 いっか、 自分 

の 描く 絵に ギ モン を 持 つ て 来た。 

「こんな 花 だの、 林檎 だの 描いて いったい 何になる ん 

だら う —— 何の 役に立 つ の だら う」 



たまに 気が 向く と 十四 区の 城 街へ 足 を やって みるの 

だが、 共産党の 本部の 扉 は、 いつでも 閉っ たま ゝで人 

声が 聞えない。 

ミツ シヱ ルのァ バルト も 幾度 か 尋ねて はみ たが、 そ 

の 都度 留守で、 会へ ない 時が 多かった。 たまに 会って 

も、 いつも そ はくと 急がし 気で、 顔 中が ひどく 武装 

して 見えた。 

「どうした の だら う J 

かうな ると、 妙に 自分が 金持ちの、 のら くら 娘に 思 

へて、 寒 子 は 自分で 自分の 気持に 弱り果てた。 

七月の 革命 祭に はお 互に フィアンセ を 見つけて ヒロ 



寒 子 は 胸 を 張って いっぱい 空気 を 吸った。 

両足 を 男の子の やうに ふんばらして、 カルトン を 持 

ちあげた。 

眼 を 細める と サン . ミツ シ H ル橋 も樹も 建物 も 生々 

と美し かった。 只 黒い コ ンテの 心臓から 聴覚に つた は 

る パリの 姿 を 描か ふ、 私の 仕事 は それでい ゝのだ わ、 

私 を 革命家に する のなら、 もっと 不遇な 家に 生れさせ 

ると ぃゝ。 私 は 一年 も 二 年 もっか ひきれ ない 程の 財産 

家に 生れて ゐ るの だもの、 何 を 好んで 美しい もの、 無 

意義 を 感じなければ ならない の だら う、 「楽しみです 

か？」 と 問 はれた 場合、 はっきりと、 大きな 声で、 「大 



変 楽しみです」 とい ふやう にしよう —— 。 

ボン ジ ュ —ル 

9 「今日は！」 

眼鏡 型の 橋 を 描き かけて ゐた 時であった。 寒 子の 背 

を 叩く 白い 大きな 掌が あった。 愕 いて 振り向いた 寒 子 

の 眼の 上に、 あの 澄んだ 美しい 髭の 男が あった。 

だが、 髭 はもう 綺麗に 取り去られて、 青年に 近い 美 

しさ だ。 

「まあ、 しばらく — 」 

「橋の 上 か ら 貴女が よく 見えた、 —— 相 変らず お 楽し 

みです ね」 



風が 気早に、 マロ 二 H の 繁みを 雨傘の やうに 広げる 

と、 もう 雨雲が 破れて、 雨脚が 額に 痛くな つた。 

「ォ ヽ ララ」 

男 は 黒い レン コ —トを 寒 子の 頭から かける と、 体 を 

抱く やうに して、 橋の 下へ 逃げ込んだ。 

「驚いた：：」 

「大丈夫、 すぐ 通って 行く —— パリの 雨 だけ は 僕は大 

好きだ」 

一 一人 は 橋の 下の 下水管の 上に 腰 を かけた ま、 石畳 を 

バ ンジ ヨウの やうに かきならす 雨脚 を 眺めて ゐた。 

仔犬が ピショ ピショに なって、 一 一人の 足の 下に うづ 



それ は 皆 東洋の 故郷の 言葉 だ。 

二人が 唇 を 離した 時、 もう 雨脚 は 大分 止んで、 逃げ 

込んで 来て ゐた 釣りの 少年 も、 また 河 沿 ひに 歩いて 行 

つた。 

二人 は、 只 沈黙って ゐた。 沈黙って、 この 感情の 空 

気 を 吸 ふより 仕方がない。 

雨が 通り過ぎて 行く と、 マロ 二 H の 並木 は、 す ぼん 

だ 傘の やうに、 パッと 水 を 切って 前よりも いっそう 鮮 

やかに 緑が 美しくなる。 

「これから 何処へ 行く の？」 



男 は 先に 歩いて ゐた。 

「これから、 —— 死に、 行く のさ」 

「死に、 行く ゥ？」 

「うん、 —— これ だ！」 

男 は ポケットから、 黒い ピストルの 口を出して 見せ 

た。 

W 寒 子 は 気が狂 ひさう であった。 

温室 咲きの 薔薇の やうに 美しく そだ つ て 来た 寒 子の 

体内に は、 火が ついた キリンが 走り ま はって ゐる。 

寝台に 起き あがって、 何 S 巴 里 夕刊 を 引っくり返し 
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ル！ 私よ、 寒 子よ、 一 寸 開けて！」 

し 

やない の、 只の 事で 来たん ぢ やない から 開 



「ゥ 」 

ボン ソァ ー ル 

「今晩は！ ミツ シヱ ル」 

寒 子 は、 向 ふの かすかな 唸り 声と 対 かう して 根気 を 

出した。 

扉 は 固く 閉 つて ゐる。 

コ ンシ H ルジヱ 

「門 番ぢ やない のよ ッ」 

「ゥ 」 

つ ひに は、 寒 子 は 狂人の やうに 扉 を 叩き出した。 す 

ると、 思 ひがけな く 隣室が 開いて 銀色の 頭髪 をした 美 

しい 女が、 「マ ドマ ゼ— ル」 と 小声で 寒 子 を まねいた。 

「あの：： どうも 変なん です よ、 先程から、 ガス 臭く 



て 仕方がな いんです が、 お 友達 だったら 立 会って 戴い 

て、 門番に 開けて 貰 ひませ うか」 

さう いはれ ると、 妙に 廊下が ガス 臭かった。 少し 大 

きな 声 を 続ける と 汗ばんで、 フ ラフラと た ふれさう に 

なる。 

「ねえ、 さう でせ う — 」 

寒 子と 銀髪の 女 は、 ミツ シ H ルの 扉に 鼻 をつ けて 匂 

ひ を かいだ。 

ボン ソァ ー ル 

「今晩は！」 

ボン ソァ— ル 

「今晩は マダム！」 

「ゥ —— ゥ —— 」 



唸って ゐる 人の 声 だ。 ミツ シヱル の 声 だ。 寒 子 も 銀 

髪の 女 も、 七 階上から、 門 番の ところまで、 どう 転 

n ンシヱ ルジ ヱ 

び 降りた か 分らなかった。 門 番が 鍵束 を 持って 七 

階上に 走る 時、 寒 子 は 頭の 中の 血脈が ピンと 音 をた 

て 、 切れた やうに 感じられた。 

n 小さい 三角 屋根の 下に は、 ミツ シヱル が 寝台の 

上に 眠って ゐた。 

洗面台の 下に は、 かって 踊 場で 見た 事の ある あの 美 

しい 青年が た ふれて ゐる。 

「馬鹿者が • . ： 全く 恥知らずが ッ！」 



一 寸の 怒り もす ぐ 第六感 を おびやかして、 体中 をブ 

n ンシ ヱ ルジ ヱ 

ル ブル させさうな 門 番は 窓と いふ 窓 を 開ける と、 

かう 云って 怒鳴り 散らした。 階下から も 人達が 愕 いて 

上って 来る。 

「ミツ シ ヱル！ 私よ、 寒 子よ！」 

だが、 一 足お くれたの であらう か、 あんなに 朗らか 

だった ミツ シヱル も 青年 も 息を吹き返さなかった。 

部屋の 中には、 かって ロロの つかった 水 ブラシと、 

気味の 悪 い 人形の 首が ぶ ら さがって ゐ るき りで 只 美し 

く 清潔で あつたの は、 二人の 体と、 二足の 靴 だけで あ 

つた。 壁の 写真 もい つか 取り はら はれて、 どんなに、 



一 ヶ月の 間、 ミツ シヱル の 生活に 苦悩が あつたの か、 

あまりに 部屋の 中 は 何もな さすぎ てゐ た。 

「何時に なったら 敷物の ある、 花束の ある、 紅茶 茶碗 

の ある 部屋が 持てる のか しら」 と 云って ゐた ミツ シヱ 



寒 子 は 巡査の 来ない 間に、 街の 通へ、 あんなに ミツ 

シヱル の 欲しが つて ゐた 花束 を 買 ひに 出た。 

だが 白暮は つ ひに 物 思 ひの ま 、 暗くな つてし ま つ て 

ゐる。 どの 店も閉 つて ゐた。 花屋の 硝子 戸の 中には 高 

洒 〔# 「高 洒」 は ママ〕 な、 薔薇 や 蘭の 花が 並んで ゐる 
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